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１

○様々な外部機関と連携を図った復興支援の取組み
平成

23
年度

24
年度

25
年度

26
年度

27
年度

28
年度

29
年度

・・・

① 三陸復興トモダチ基金
平成23年11月11日に設立し、平成26年度で基金の運営を終了。
金融機関ではあまり例のない国内NPO法人との連携事業。
基金拠出は、国際NGO、米国企業等により367百万円を基金化。

・起業者助成　076件　109百万円
・雇用等助成　103件　160百万円
・利子補給成　244件　097百万円

② 三菱商事㈱・(公財)三菱商事復興支援財団
平成24年3月に設立。
同財団は、学生支援奨学金やNPOなどに対する助成金支給、被災地の産業再生や
雇用創出に寄与するため、事業の再建や新規事業の立上げを目指す事業者への出
資等を実施。

・12件　685百万円
・平成25年2月に、出資配当金を組み入れる「気仙
沼きぼう基金」を設立。

③ 信金中央金庫・しんきんの絆ファンド・しんきんの翼ファンド
信金中金が信金キャピタル㈱と共同出資により設立。
被災地域で事業再生に取り組む事業者や「創業・育成」や「成長」のステージにある事
業者への資金支援を実施。

・しんきんの絆　15件　540百万円
・しんきんの翼　01件　030百万円

④ (一財)気仙沼しんきん復興支援基金
平成25年12月に設立。
日本財団からの5億円の拠出により、気仙沼市、気仙沼商工会議所、当金庫が連携
するスキームを構築。
利子補給制度等に加え、販路支援、地方創生関連プログラム等を実施中。

・利子補給　　　　 342件　364百万円
・ソーシャル助成　007件　010百万円
・産業復興支援制度により、販路支援、地方創生
関連プログムラム等各種事業を実施中。

⑤ 地産・都消プロジェクト
平成28年7月に、東京東信金と、業務提携に関する協定を締結。
本協定の提携事業は、両金庫における業務推進、取引先支援、人事交流等。
両金庫の取引先支援を目的に、気仙沼の水産物の都内飲食店等での消費拡大を目
指す「地産・都消プロジェクト」を展開中。

・気仙沼メカジキの試食会(28年11月)
・三陸求評見本市視察等(29年2月)
・すみだまつりへの参画(29年10月)
・若手経営者の会との交流(29年10月)
・びがしんビジネスフェア2017(29年11月)
・墨田区食育推進連携イベント(29年11月)

⑥ 東北スモールビジネス振興プログラム
平成28年6月にNPOポジティブ・プラネットジャパンと業務連携契約締結。
起業家を中心としたビジネスセミナー開催、専門家派遣など経営・管理運営面での各
種支援を実施。

・21先支援決定(@80万円上限)

⑦ 地方創生に係る包括連携協定(気仙沼市・気仙沼商工会議所)
平成28年5月に、気仙沼市および気仙沼商工会議所との間で、「地方創生に係る包括
連携協定に関する協定書」を締結。
各々の実務的な担当窓口を設置、定期的に協議・情報交換会を開催。

・協議・情報交換会16回開催。

⑧ ＲＥＡＤＹＦＯＲ㈱
平成29年2月に、購入型クラウドファンディング事業を展開するＲＥＡＤＹＦＯＲ㈱と基本
協定書を締結。
創業や新規事業展開、新商品・サービスの開発等における支援態勢を拡充。

・1先支援決定。

⑨ 創業スクール
平成29年10月より、地域の新規事業の創出を支援するため、対面式の創業塾および
e-ラーニングを活用したサテライト創業塾を創設し、運営を開始。

・対面式の第１期創業塾は17名が12月に卒塾。
・e-ランニングは16名が登録・受講中。

主な施策・外部機関名等 実　　績
[平成29年11月末現在]



①「三陸復興トモダチ基金」

 平成23年(2011年)11月11日に設立し、平成26年度で基金の運営を終了。
 金融機関ではあまり例のない国内NPO法人との連携事業。

１.起業者助成制度 (76件 109百万円)
被災地域の住民が震災後の地域ニーズに対する起業者への助成金による支援。
【新規事業にかかる初期費用の５０％（限度額１５０万円）を助成。】

２.新規雇用・再雇用助成制度 (103件 160百万円)
被災して従業員を解雇した事業者が従業員を再雇用したり、新規雇用できるよう、従業員雇用の為の助成金による支援。
【一事業者最大２名まで、雇用した従業員一人あたり毎月１０万円を１年間支給。】

３.利子補給融資制度 (244件 97百万円 貸出金額1,994百万円)
当金庫が創設する復興支援融資商品に対する利子補給をもって、中小企業者の復興における資金確保の円滑化とその支払利息負担

の軽減を図る為の支援。
【借入当初２年間分の利息を本基金から利子補給。】

❑ スキーム図

被災地域住民
新規事業立ち上げ

【最終受益者】

被災事業者
金庫の新規・既往顧客

借り手（融資）
金庫の新規・既往顧客

NPO法人
ﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌｧｲﾅﾝｽ

ｼﾞﾔﾊﾟﾝ

NGOﾒｰｼｰｺｰﾌﾟ

ｴﾇﾋﾞﾃﾞｨｱ社
㈱ﾌｧｰｽﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ
米国ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社

資金拠出

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ運営者】

気仙沼信用金庫

【地域金融機関】

助成申請 推薦

(平成23年11月11
日の記者会見の
模様。)

●特定非営利活動法人プラネットファイナンスジャパン
フランスに本拠地を置く国際ＮＧＯプラネットファイナンスの日本の拠点となるＮＰＯ法人。

●国際ＮＧＯメーシーコープ
本件の各種助成資金(基金)の拠出先。
気仙沼港と姉妹港であるシアトルを中心に国際的に活動する非営利組織。

(平成27年12月1
日の報告書完成
報告会の模様。)

２



② 三菱商事㈱・(公財)三菱商事復興支援財団

 平成２４年３月に、多様化する被災地のニーズに対してより柔軟かつ継続的な支援を展開していくことを
目的に設立。

 同財団は、学生支援奨学金やＮＰＯなどに対する助成金支給、被災地の産業再生や雇用創出に寄与す
るため、事業の再建や新規事業の立ち上げを目指す事業者への出資等を実施。

（平成24年8月30日）

【事例】陸前高田市におけるホテル再建事業 

当金庫の紹介を通じ、平成２４年８月、地元のホテル事業者に対して、三菱

商事復興支援財団との協働により、出資および融資による支援が決定しました。 

陸前高田市において、当該ホテルはシンボル的な存在であり、いまだ宿泊施

設がない同市にとって非常に重要な施設となっています。また、開業時には 20

名程の雇用を予定しているなど、ホテル再建は被災地に希望をもたらすものと

なっており、加えて出資支援に対する配当金は、自治体へ再配分するスキーム

としており、地域にとっても有益であるとの評価を得ております。 

なお、本件は、同財団にとって第一号案件となりました。 

❑ 『気仙沼きぼう基金』の設立

 気仙沼市、(公財)三菱商事復興支援財団と連携し、共同で設立。
 三菱商事復興支援財団が得る配当収入を原資に地域産業へ再投資する新たな『循環型スキーム』を構築。

 

運営メンバーとして参画

支援先からの

配当を寄附

事務局として

参画

気仙沼市

資金支援

配当
融資

気仙沼市内の

支援先事業者
 
（平成25年2月5日）

３



④ (一財)気仙沼しんきん復興支援基金

 平成25年12月に設立し、以下の制度を創設。
 地域復興への「想い」を繋ぐべく、地元行政、会議所、

信用金庫が連携するスキームを構築。

① 「事業者向け融資利子補給制度・・・・・・ 『みんなの元気』」
342件 16,769百万円 (平成29年11月末)

② 「ソーシャルビジネス等支援助成制度・・ 『みんなの笑顔』」
7件 10百万円 (平成29年11月末)

③ 「産業復興支援制度・・・・・・・・・・・・・・・・ 『みんなの希望』」

ソーシャルビジネスやコミュニティビジネスへの支援

地域経済の振興と地域社会の健全な発展に貢献することを目的とする。

被災地域の産業復興や雇用創出への支援

「被災地の創造的復興への支援」

利子補給支援・起業家支援・産業復興支援

【
公
益
財
団
法
人

日
本
財
団
】

わ
が
ま
ち
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
公
益
財
団
法
人

三
菱
商
事
復
興
支
援
財
団
】

気
仙
沼
き
ぼ
う
基
金【気仙沼信用金庫】

地域ニーズの発掘

プロクラムをサポート

事務局運営

設立目的

事業内容

一般財団法人

【気仙沼しんきん復興支援基金】

基金運営・報告・取りまとめ

❑ スキーム図

 〈販路開拓支援事業の概要〉 
 

主  催：一般財団法人気仙沼しんきん復興支援基金 
共  催：㈱ゴールドボンド、気仙沼信用金庫 
後  援：気仙沼市、気仙沼商工会議所、復興庁宮城復興局、 

(独)中小企業基盤整備機構 東北本部、宮城県気仙沼地方振興事務所、 
(一社)気仙沼観光コンベンション協会、気仙沼ケーブルネットワーク㈱ 

実施期間：第 1～3 期[平成 26 年度～平成 28 年度] 
実施内容：① 基本戦略構築支援事業 

・ マーケテイング力強化セミナーの開催 
② ブラッシュアップ事業 ※以下の各事業は、支援対象事業者を選考のうえ実施 
・ 販路開拓支援対象企業のブラッシュアップ 
・ 商談会出展事前対策セミナー 

     ③ 商談会・展示会出展事業 
・ 商談会の開催によるマッチング支援 

      ④ 分析結果等のフィードバック、事業報告 

４



⑤ 地産・都消プロジェクト ～１

平成28年7月、東京東信用金庫との間において、地域活性化と地域の産業振興の充実に資するとともに、
両金庫が保有する経営資源を有効活用し、金庫経営の発展に資することを目的とした業務提携に関する
協定を締結。

本協定の提携事業は、両金庫における業務推進、取引先支援、人事交流等。
震災で打撃を受けた気仙沼地域の漁業者や水産加工業者と都内の飲食店や食品関連事業者とを結び付け、
販路拡大や差別化、高付加価値化を支援する産学官金連携による「地産・都消プロジェクト」を展開。

当金庫における販路開拓戦略塾
[平成26年度～平成28年度]

【事業者における課題】
・ 震災で破壊された生産設備の再興に苦慮
・ 寸断されたサプライチェーンの回復に時間を要した
・ 単独では販路開拓に必要なマーケティング、営業活動
に十分に取り組めない
・ 「売れる商品」へのブラッシュアップが必要

【当金庫での対応策】
 商品力向上を目指す「やる気のある」事業者を選抜
 専門家による戦略塾での講義、実践支援
市場環境や成功事例、SWOT分析、商品ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

 当金庫職員を専担者として配置して伴走型支援
新たな気付き、信頼関係を構築

信用金庫業界のネットワーク
を活用した販路拡大支援
[平成28年度～ ]

【成果】
支援企業数30社 成約件数108件 販売金額72百万円

「地産都消プロジェクト」～産地と消費地を結ぶ～

地産都消

東京東
信金

東京
海洋大

気仙沼
信金

気仙沼市

協定協定

協定

協定

 三陸サテライ
トの設置

 水産物流通等
の学術支援

 信金、商工会
議所と地方創
生にかかる包
括連携

 首都圏の取引
先を通じた水
産物の販路拡
大支援

 売れる商品
へのブラッ
シュアップ
支援

 地域プロモ
ーション

５



⑤ 地産・都消プロジェクト ～２

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈『気仙沼メカジキの試食会』の概要〉 
 

主  催：東京海洋大学、東京東信用金庫、気仙沼信用金庫  
協  力：気仙沼メカジキブランド化推進委員会         

気仙沼商工会議所                
(一財)気仙沼しんきん復興支援基金 

     旬の味こうだい(気仙沼の飲食店) 
開催日時：平成 28 年 11 月 17 日、15:00～16:30 
場 所：和風居酒屋 遊人(東京都墨田区、東京東信金取引先) 
参 加 者：東京商工会議所墨田支部               

墨田区商店街振興組合連合会、(一社)てんてん    
向島橘銀座商店街協同組合、錦糸町居酒屋経営者    
ﾎﾃﾙ関係者、その他東京東信金取引先                     
気仙沼市、気仙沼商工会議所            
その他気仙沼信金取引先 

 

[試食会の模様①] [試食会の模様②]

[メカジキ刺身] [メカステーキ]

[ニッキン（平成28年11月25日）]

６



⑥ 東北スモールビジネス振興プログラム

 平成28年6月にNPOポジティブ・プラネットジャパンと業務連携契約締結。
 起業家を中心としたビジネスセミナー開催、専門家派遣など経営・管理運営面での各種支援を実施。

J.P.モルガン協賛 「東北スモールビジネス振興プログラム」 スキーム概要

１

被災地域の創業事
業者など

応 募

ビジネスの課題やアイディアの整理 事業の課題整理・専門家の選定

２

経営課題の解決

専門家の派遣

経営課題に応じた
専門家を派遣

専門家を派遣して各種経
営課題の解決手段を提供

※１社最大80万円まで

「東北スモールビジネス振
興プロクラム」により専門
家の料金・費用をカバーし
て専門家を派遣します。

３

企業の経営力強化を支援

※本プログラムは、米国のJPモルガンチェース財団より助成を受けて、プログラム実施者である ＮＰＯ ポジティブ・プラネットジャパン

が助成金を活用して運営するものです。 現地パートナーである気仙沼信用金庫と協働で2年間にわたって取り組みます。

ビジネスセミナー等
の開催

中小企業支援ネットワー
クを活用した個別相談会

個別相談会を開催し、

経営課題を抽出・整理して
適切なソリューションを
検討する場。

経営課題の抽出
ソリューションの明確化

創業支援事例を
活用した

ビジネスセミナー

事業創業期の不安や
孤独感を取り払い、
モチベーション喚起の
機会を提供

ビジネススクール
と連携した

ワークショップ

事例研究に基づく

グループディスカッ
ションでの学びと
気づきの場を提供

デ
ー
タ
分
析
・
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

現地パートナー

■ビジネスセミナー・交流会の模様（平成 28年 11 月 22 日） 

 

 

 

 

７



⑧ ＲＥＡＤＹＦＯＲ㈱

 平成29年2月に、購入型クラウドファンディング事業を展開するＲＥＡＤＹＦＯＲ㈱と基本協定書を締結。
 創業や新規事業展開、新商品・サービスの開発等における支援態勢を拡充。

• 創業間もないなど、金融機関等か
らの資金調達が困難である企業
等の資金調達手段の一つである
と同時に、自社の商品やサービス
のファンを獲得できるという販路
開拓手法の一つとしても活用。

• 当金庫は、当社との連携により、
地域における創業、地域の小規
模事業者や中小企業の新規事業
展開、新商品・サービスの開発等
において支援態勢の拡充を図る。

８



⑨ 創業スクール

 平成29年10月より、地域の新規事業の創出を支援するため、対面式の創業塾およびe-ラーニングを
活用したサテライト創業塾を創設し、運営を開始。

■気仙沼市における創業支援事業計画の概要 

事業主体 

（認定連携創業支援事業者） 

気仙沼市 

（気仙沼商工会議所、本吉唐桑商工会、気仙沼信用金庫） 

事業期間 平成 28 年度～平成 32 年度 

年間目標数 創業者数：29 件（創業支援対象者数：226 件） 

事業内容 

気仙沼市 
①個別相談窓口、②経営未来塾の開催、③創業

支援補助金、④振興資金融資等 

気仙沼商工会議所 

①ワンストップ相談窓口、②創業支援セミナー

の開催、③経営計画作成支援、④WEB セミナー

の開催、⑤チャレンジオーナー支援等 

本吉唐桑商工会 
①ワンストップ相談窓口、②創業支援セミナー

の開催、③ビジネスプラン策定支援等 

気仙沼信用金庫 
①資金調達支援、②東北スモールビジネス振興

プログラム、③創業スクールの開設等 

 

■当金庫における創業スクール「モーカルファクトリー」の概要 

創業塾 

宮城県内の創業塾講師を多数務める波多野先生・大崎市古川の創

業支援施設「alata」の立上げ・創業支援を行う伊藤先生を講師と

して、土曜開催、６時間×５回計 30 時間のプログラムを通じて、

創業希望者の事業立案を支援するプログラムを提供する。 

サテライト創業塾 

一般社団法人ＭＡＫＯＴＯ（宮城県仙台市）と連携し、e-ラーニ

ング講座を提供する。講座内容は、約１時間×29 講座とし、ＰＣ・

スマホ等の媒体でいつでもどこでも受講可能。 

フォローアップ等 

創業塾生が作成した事業計画に基づき補助金申請支援、創業支援

融資の活用等の支援実施を行うほか、卒塾者用のコミュニティを形

成し、定期的な交流会を開催する。 
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○ その他

１０

 ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰｽﾞﾋﾟｯﾁ
第1回 平成29年3月14日(日)
第2回 平成29年7月25日(火)
第3回 平成30年1月28日(日)

 平成29年度 復興庁「新しい東北」
共創力で進む東北ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
「若者が稼ぐｼｪｱﾘﾝｸﾞｼﾃｨ」

・平成29年8月19日（土）～ 20日（日）の2日間にわたり開催
・シェアリングエコノミーを活用した「共助」によるまちづくり・産業づくり
・会場／□ship（スクエアシップ／気仙沼市魚市場前7−13 海の市2F）
・参加者／アイディアソン参加37名，オブザーブ含む参加者約60名

・気仙沼等で新規事業の立上げを考えている方の事業構想を発表
・その想いを参加者みんなで聞き、考え、応援するためのプレゼンイベント
・会場／□ship（スクエアシップ／気仙沼市魚市場前7−13 海の市2F）


